
                                                            令和元年７月２４日 

     各    位                          
                                                    武雄・杵島地区農業指導連絡協議会 
                                                    杵島農業改良普及センター 

 「稲作情報（第７号）、大豆作情報（第４号）」について（送付） 

このことについて，下記のとおり「稲作情報（第７号）、大豆作情報（第４号）」
を送付しますので，業務の参考にしてください。 
この情報はホームページ 
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00323270/index.html  
にも随時公開しています。 
 
 
○気象概況 

平均気温 最高気温 最低気温  降水量 日照時間

平年 R1 平年差 平年 R1 平年差 平年 R1 平年差 平年 R1 平年比 平年 R1 平年比

(℃) (℃) (℃) (℃) (℃) (℃) (℃) (℃) (℃) (mm) (mm) （％） (hr) (hr) (％)

1 25.2 23.1 -2.1 29.2 26.3 -2.9 22.1 20.6 -1.4 81.6 90.5 111 18.8 6.9 37

2 25.9 24.7 -1.2 30.1 30.3 0.2 22.8 21.5 -1.2 68.8 39.0 57 22.8 29.2 128

3 26.6 24.1 -2.5 30.9 27.5 -3.4 23.3 21.6 -1.7 58.3 56.5 97 25.5 16.1 63

4 27.1 25.9 -1.2 31.7 29.5 -2.2 23.7 23.3 -0.4 48.5 83.0 171 28.7 13.7 48

月 半旬

7月

◎７月の１～４半旬は平年と比べ気温が 1～2℃低く、日照時間も平年比 69％と短かった。7月 1半旬、2
半旬、4半旬には 1日で 50㎜を超える大雨が見られ、21日の降雨量は 151㎜を記録した。ただし、降雨
のなかった日も多かったため、降水量の平年比は105％だった。 

１．情報田の生育状況 (調査日：７月２３日) 

 項目 
品種  
(設置場所) 

年 次 
草  丈 
cm 

茎数 
本／㎡ 

葉齢 
L 

葉色 
SPAD 

概     要 

夢しずく 
 
(武雄市橘町) 

本年値  ６６．６ ３８１ １０．３ ４２．２ 葉齢は平年よりやや遅れている。草
丈、茎数とも、ほぼ平年並み。葉色
は平年より濃い。まもなく幼穂形成
始期を迎える。 

平年値  ６８．５ ３８８ １０．８ ４０．５ 

平年比（差） ９７% ９８% －０．５ ＋１．７ 

ヒノヒカリ 
 
(白石町新明) 

本年値  ５７．９ ４１１ １０．７ ４３．４ 
葉齢は平年よりやや進んでいる。草
丈は平年より高く、茎数は平年より
やや少ない。葉色は平年並。 

平年値  ５０．５ ４３６ １０．３ ４３．３ 

平年比（差） １１５% ９４% ＋０．４ ±０ 

さがびより 
(武雄市橘町) 

本年値 ５１．７ ２８８ ９．８ ４２．３ 葉齢は平年よりやや遅れている。草
丈は平年並みで、茎数は平年よりか
なり少ない。葉色は平年より濃い。 
 

平年値 ５２．１ ４２１ １０．１ ４１．８ 

平年比（差） ９９% ６８% －０．３ ＋０．５ 

  注） 平年値はH21～H30 の10 年間の平均。 なお、ヒノヒカリについてはR1より耕作者が変更したため、平
年値は参考値とする。 

 
 
 
 
 

杵島農業改良普及センター 検索



２．一般田の生育状況 
１）夢しずく 
○ まもなく幼穂形成始期をむかえます。 
 下記の穂肥診断基準に基づく穂肥診断を行い、施肥を行ってください。 
 
２）ヒノヒカリ、さがびより 
○ 分げつ盛期～最高分げつ期となっています。6月中旬移植の有効茎が確保されている圃場は引き続

き中干しを行ってください。6 月下旬移植の圃場もまもなく中干し時期になります。中干しは田
面に軽い亀裂が入り、足を踏み入れれば足跡がわずかにつく程度です。 
近年、過度な中干しを行っている圃場が散見されます。過度な中干しは根が断裂し、生育不良につなが

ります。 

○ 本年は、麦わらの鋤き込み量が多く、わらの分解に元肥窒素が多く利用されている傾向にあります。ま

た、気温も平年と比べ1～2℃低いことから地力窒素が溶出しにくく、生育が遅れている圃場が散見され

ます。極端に生育量が確保できていない圃場では、硫安などを追肥として窒素成分2㎏/10a
施用してください。 

 
３．今後の管理 
１）水管理 
 ①七夕コシヒカリ 
  ○刈取時期を迎えるため、落水し圃場を固め、適期刈ができるよう心がけましょう。 

 
 ②夢しずく 
○まもなく幼穂形成始期を迎えます。幼穂形成期は最も水を必要とする時期です。中干しを終了し、
間断灌水を行ってください。3湛4落、2湛3落と言われるように湛水と落水を繰り返します。 

 
 ③ヒノヒカリ、さがびより 
○ 浸冠水圃場は、いったん落水し、土壌に酸素を与えた後、新しい水を入れ浅水管理を徹底し、分げつの
促進を図りましょう。 

○ 本年は、麦収穫後の麦わら鋤き込み量が多かったため、ガス発生田が多く見られます。硫化水
素ガスや有機酸等が生成され、根に悪影響を与えるため、１～２日程度の落水により“ガス抜き”を行

いましょう。 
○ スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）が多い圃場では、深水で被害が助長されるため、浅水管理に努め
ましょう。なお発生が多い場合は、農薬（スクミノン、ジャンボたにしくん等）を散布して下さい。 

○ 白葉枯病の発生が見られる圃場では、被害の拡大を防ぐため、朝夕、露のあるときは発病田に入らない
ようにし、多量の追肥を避けるようにする。また、オリメゼート剤粒剤等の農薬を散布してください。 

○ 有効茎の確保できていない圃場では、浅水管理により分げつの確保を図り、間断灌水の落
水期間を長めにとるなどして地固めを行ってください。 

 
２）施肥管理 
①夢しずく 
○６月中旬に移植された夢しずくは、まもなく幼穂形成始期となる見込みであり、穂肥施用時期とな
ります。穂肥の施用に際しては、次記の穂肥診断基準に基づく穂肥診断を必ず行い、適期に適量の
施用となるようにしましょう。幼穂が 1～2mm になるまでは幼穂の伸長が緩慢ですが、3mm 以上に
なると急激に伸長することから、穂肥の施用が遅れないように注意しましょう。 



 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
３）その他（病害虫） 

 

 

４．大豆作情報 

   断続的な降雨により、大豆生産予定の大半の圃場では適期の播種作業が出来ていません。7月20日以
降の晩播でも一定の収量を確保するため、播種作業では以下のことに注意してください。 

また、大豆は播種後2日間の酸素要求度が非常に高いため、播種後2日間は降雨により浸水しな

いことが苗立確保のポイントとなります。 
 
（１）種子の準備（種子消毒） 
  鳥害対策となるだけでなく、種子に付着した雑菌を殺して発芽率の向上、紫斑病対策に効果があるのでキビケン等
を用いて必ず行ってください。 

 
 
 

草丈cm 
幼穂形成始期時 

葉  色 穂肥施用時期 

 群 落 SPAD 出穂前 幼穂長 
穂肥施用量 

（N成分:kg/10a） 

７３cm以下 
淡い 
標準 
濃い 

3.0以下 
3.0～3.5 
3.8以上 

34以下 
34～38 
39以上 

20～22日 
18～20日 

1mm 
2mm 

2.0kg/10a 
1.5kg/10a 

穂肥は施用しない 
７３cm ～ 
７９cm 

標準 
濃い 

3.0～3.5 
3.6以上 

34～38 
39以上 

18～20日 2mm 1.0kg/10a 
穂肥は施用しない 

８０cm以上 穂肥は施用しない 



（２）播種方法 
雨が多い場合は圃場が乾くのをみて、播種を行って下さい。その際は浅播としてください。また、播種後降
雨が予想される場合は、出来るだけ畝立播種を行ってください。 
土壌が乾燥して降雨が期待できない場合はやや深めに播種し、必ず鎮圧を行ってください。 
播種を行う場合は ①耕起済⇒土壌水分が高い場合は耕起は浅く耕す。 

②未耕起⇒粗耕しと播種・耕起の作業を同時に行う(2台のトラクタの組み作業) 
播種後3日間の天気 播種の可否 播種深さ その他 
雨(50㎜以上の予想) 播種しない - - 
少雨(50㎜以下の予想) やや荒目に耕し播種 2～3㎝ 畝立播種 
くもり，雨(30㎜以下) 普通に耕し播種 2～3㎝ 畝立播種 

土壌が乾燥すると予想されるとき 細かく耕し播種 5～6㎝ 鎮圧する 
 
（３）播種量 
播種時期が遅くなると、生育期間が短くなり一株当たりの節数（莢数）が少なくなるため、播種量を増やさ
ないと収量は少なくなります。㎡当たりの莢数確保により、収量を確保するため下記播種様式に従い、播種時
期に応じた種子の確保と播種量の調節をしてください。 

播種区分 播種期 条間 
（cm） 

株間 
（cm） 

本数 
（本/株） 

1m落下
(粒) 

播種量 
（kg/10a） 

遅播き 7/25～31日 70  10 2 18~20 7.5~10.5kg 3条播き 15 2 13~15 
※大粒種子のため播種量は増加 

 
 
 
（４）除草 
  播種前に雑草が多い場合は、非選択性茎葉処理剤（ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞやﾌﾟﾘｸﾞﾛｯｸｽL 等）の散布してくだ
さい。特に、ヒロハフウリンホオズキが心配される場合はラクサー剤(乳剤または粒剤)を散布してください。 
 
（５）大雨対策 
    
梅雨時期の水害により予想される被害 
○ 発芽率の低下は、播種直後のものが最も大きく、播種後２４時間以内のものでは、半日の冠水で、発芽率
は５０％以下に低下する。 

 ○ 発芽揃の時期に当るものの被害は、発芽前のものに比べると小さいが、４８時間以上の冠水は枯死株（疫
病等）が著しく多くなる。 

   ⇒ 茎の褐変株やしおれ株が全体の３割以上ある場合は、再播種を行う。 
 
梅雨時期の播種に当たっては、以下の点に注意してください。 
（１）梅雨の間の播種対策 
 ○ 排水溝の整備や暗渠、明渠の実施などにより圃場の排水に努め、適期播種できるように圃場の準備を行う。 
○ 降雨後には速やかに排水し、トラクタで耕起可能な状態になれば、天候を確認し、耕起して播種を行う。 
 ○ 天候が変わり易い場合は、荒耕起を行わず、１行程で浅く耕起して播種する。 
 ○ 不耕起播種機を導入されている地域では、不耕起播種機の有効利用も検討する。 
 
（２）梅雨明け後の播種対策 
 ○ トラクタで耕起できる程度に圃場が乾いたら、耕起のうえ、直ちに播種する。 
  （可能であれば午後から耕起し、夕方播種するようにする。） 
 
大豆が出芽している圃場 
○ 降水量が多く、浸冠水した場合は、土壌表面が締まり通気性も悪くなっているので、中耕培土を早めに行
い、根の健全化を図る 

 
 



＜7月24日現在のトビイロウンカ発生予想パターン＞ 

 
 



＜7月24日現在のコブノメイガ発生予想パターン＞ 

 


